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大
正
時
代
に
建
設
さ
れ
た
大
鳥
居
①

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
石
田
健
次

　

山
田
区
文
書
に「
大
正
拾
四
年
氏
森

神
社
鳥
居
建
設
記
録
」が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、
当
時
の
氏う

じ

子こ

（
区
民
）と
神
社
の
か
か
わ
り
や
鳥
居

建
設
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
鳥
居
建
設
の
背
景
】

　

氏
森
神
社
は
、
山
田
区
の
ほ
ぼ
中
心

地
に
あ
り
昔
か
ら
安
産
守
護
の
神
社
と

し
て
崇す

う
け
い敬
さ
れ
て
い
る
。
氏
森
神
社
に

は
、
寛
永
４（
１
６
２
７
）年
に
寄
進
さ

れ
た
鳥
居
が
境
内
に
あ
っ
た
。
こ
の
鳥

居
は
、
昭
和
60（
１
９
８
５
）年
の
地
震

で
倒
れ
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
が
、
氏
森

神
社
の
鳥
居
は
、
江
戸
時
代
か
ら
１
基

だ
け
で
あ
っ
た
。

　

何
故
、
大
正
時
代
に
鳥
居
建
設
の
話

が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
建

設
記
録
に
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鳥
居

が
完
成
す
る
１
年
前
の
氏
森
神
社
に

は
格
別
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

大
正
13（
１
９
２
４
）年
１
月
10
日
に

「
神し

ん
せ
ん
へ
い
は
く
り
ょ
う
き
ょ
う
し
ん
じ
ん
じ
ゃ

饌
幣
帛
料
供
進
神
社
」に
指
定
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
神
社
に
指
定
さ
れ
る
と
例
祭
や

祈
年
祭
、
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
の
費
用
と
し
て
神
饌

幣
帛
料
が
公
費
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
今

で
い
う
助
成
金
で
あ
る
。
大
正
14
年
度
の

氏
森
神
社
収
支
予
算
書
を
見
る
と
、
神

饌
幣
帛
料
と
し
て
30
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
神
饌
幣
帛
料
供
進
神
社
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
が
鳥
居
建
設
の
推
進

に
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
鳥
居
建
設
へ
の
話
し
合
い
】

　

供
進
神
社
に
指
定
さ
れ
た
年
の
大
正

13
年
12
月
に
３
回
の
区
総
集
会
を
開
い

て
鳥
居
建
設
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
る
。
12
月
16
日
、
24
日
と
協

議
を
重
ね
、
26
日
の
総
集
会
で
鳥
居
建

設
を
決
定
し
た
。

　

建
設
に
か
か
る
予
算
を
当
初
700
円
以

内
と
し
、
氏
子（
各
戸
）の
負
担
金
を

15
円
と
す
る
こ
と
や
不
足
す
る
分
は
区

有
金
を
充
て
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
氏

子
の
負
担
金
は
、
２
回
に
分
け
て
徴
収

し
て
い
る
。
徴
収
者
名
簿
を
見
る
と
区

の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
氏
子
の

名
前（
44
人
）が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
区
長

と
各
組（
上
、
中
、
下
組
）

か
ら
２
人
を
選
び
、
７
人

の
世
話
人
で
建
設
に
か
か

る
一
切
の
世
話
を
行
っ
て

い
る
。
見
積
も
り
や
石
工

と
の
交
渉
な
ど
の
費
用
は

す
べ
て
世
話
人
の
自
費
で

あ
っ
た
。

【
鳥
居
建
設
の
場
所
選
定
】

　

山
田
区
の
中
を
江
戸
時

代
に
唐
津
街
道
と
呼
ば
れ

て
い
た
道
が
通
っ
て
い
る
。

大
正
時
代
は
国
道
２
号
と

な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
道

か
ら
氏
森
神
社
へ
向
か
う

参
道
の
入
り
口
を
建
設
場

所
と
し
て
い
る
。
鳥
居
の

大
き
さ
や
氏
森
神
社
へ
の

参
詣
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
こ
の
場
所

が
一
番
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
鳥
居
の
形
式
】

　

鳥
居
は
、
神し

ん
め
い明

鳥
居
と
明み

ょ
う
じ
ん神

鳥
居
の

形
式
に
大
別
さ
れ
る
が
、
新
し
く
建
設

す
る
鳥
居
は
、
明
神
鳥
居
で
あ
る
。
総

高
約
19
尺（
約
５
・
７
５
メ
ー
ト
ル
）、

柱
周
り
６
尺
１
寸（
約
１
・
８
５
メ
ー

ト
ル
）、
柱
間
11
尺
５
寸（
約
３
・
５
０

メ
ー
ト
ル
）で
あ
る
。
こ
の
石
材
の
寸

法
は
、
宗
像
市
赤
間
の
須
賀
神
社
境
内

に
あ
る
日
露
戦
役
記
念
の
鳥
居
を
参
考

に
し
て
い
る
。

※
参
考（
大
正
14
年
の
東
京
の
物
価
）

●
白
米（
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
）３
・
２
円

●
た
ま
ご（
１
個
）７
・
８
銭

●
砂
糖（
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）47
銭

●
は
が
き
１
銭
５
厘

●
大
工
手
間
賃（
１
日
）３
・
５
円つ

づ
く ▲氏森神社鳥居完成姿図
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